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強化省略手続きが選択行動に及ぼす影響について

石井

定時隔スケジュール（fixed-intervalschedule;以下，

F1）とは，最後の強化子提示から一定の待機時間が経過

した後の最初の反応に強化子を随伴させる手続きであ

る。この手続きで十分に動物のオペラント反応を訓練す

ると，強化子提示後の無反応期間の後，緩やかな反応率

から次第に反応率が上昇していく，反応スキャロップと

呼ばれるパターンが生じることが知られている。

Staddonandlnnis(1969)は，このＦ１の下でハトのキ

イつつき反応を訓練した後，強化子提示を予測不可能な

仕方で確率的に省略し，代わりにブラックアウトを提示

する手続きを導入した。その結果，強化省略の次の強化

間間隔においては通常よりも高い反応率が現れた｡この

強化省略効果を引き起こす要因としては，強化子のもつ

一時的な飽和化効果が強化省略時には働かないことや，

強化省略によって強化間間隔の計時に変化が生じること

などが考えられている。

本研究ではＦ１とランダム時隔スケジュール(random、

intervalschedule;ＲＩ)を並立に用いた選択場面に，強

化省略手続きを適用した。この選択場面と似た場面を用

いた研究(Nevin,1971)では，Ｆ１の強化間間隔が経過す

るにつれてＦ１に対する相対反応率が上昇する選択パ

ターンが得られており，本実験でも同様のパターンが得

られることを予測できる。さらに，この選択パターンを

得た後にＦ１の強化子を省略する手続きを導入した場合

には選択行動に対する２種類の効果が考えられる。１つ

目はＦ１を単独で用いた場合と同様に，強化省略がＦ１に

対する反応率を上昇させ，結果としてＦ１への相対反応

率も上昇させる効果である。２つ目は選択場面の研究で

知られているように，強化省略による強化率の減少が

F1選択肢の価値を減少させ，Ｆ１への相対反応率を低下

させる効果である。実際にこれらの効果がどのように現

れるかを調べるのが本実験の目的である。

方法

被験体

自由摂食時の約８０％の体重に統制したデンショバト

６羽を用いた。全ての被験体は選択行動に関する様々な

実験歴をもっていた。

拓＊

装置

標準的なオペラント箱を用いた。前面パネルには３つ

の反応キイが取り付けられていたが，中央のキイは用い

ず，左右２つのキイのみを用いた。これらのキイは赤色

または緑色に点灯することができた。中央キイの下方に

フィーダーが取り付けられており，強化子として餌が提

示されているときには開口部からアサの実を摂取でき

た。一方，実験箱の背面パネルには白色のハウスライト

とスピーカーが取り付けられていた。実験箱は遮音箱の

中に入っており，スピーカーから白色雑音を提示するこ

とによって外部からの音をマスクした。刺激の提示と反

応の記録は，インターフェイスを介して実験箱に接続し

たコンピュータ上でＭＥＤＳＴＡＴＥＮＯＴＡＴＩＯＮＴＭによ

る実験プログラムを動かすことによって行った画

手続き

ベースライン訓練離散試行手続きを用いて実験を

行った。ｌセッションは６０試行で構成されていた。各試

行の最初には，左右の反応キイの一方が緑色，他方が赤

色に点灯し，左右のキイがどちらの色に点灯するかは試

行ごとにランダムであった。緑色キイはＦ１選択肢を表

しており，試行開始から３０秒経過後の初発反応に対し

て６秒間の餌提示がもたらされた。一方,赤色キイはＲＩ

選択肢を表しており，１秒ごとに0.0333の確率で強化

子の利用可能性を判定し，利用可能になった後の初発反

応に対して２秒間の餌提示をもたらした。どちらの選択

肢から餌が提示される場合でも，餌提示中は反応キイと

ハウスライトが消灯し，フィーダーの開口部が白色ラン

プで照射された。また，Ｆ１選択肢から餌が提示された後

にはすぐに次の試行に移行したが，ＲI選択肢から餌が

提示された後にはハウスライトのみが点灯する試行間間

隔に移行した。この試行間間隔の長さは，ｌ試行全体が

３６秒となるように調整されたため，被験体は全ての試

行でＦ１選択肢を選ぶことによってセッション全体で得

られる強化量を最大化することができた。ベースライン

訓練では１日１セッションを２週間にわたって行った。

強化省略条件基本的な手続きはベースライン訓練と

同様であったが，４試行ブロックのうち最初の３試行い

ずれかランダムな試行で，Ｆ１選択肢を選択しても餌の
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代わりに６秒間のブラックアウトが提示される強化省

略手続きが用いられた｡この強化省略試行でＲＩ選択肢

から餌が提示された場合には，ベースライン訓練と異な

ることは起こらなかった。また，４試行ブロックの４試

行目は常にベースライン訓練と同様の標準試行であった

ため，強化省略試行が連続することはなかった口強化省

略条件では，ｌセッションが１００試行から構成されてお

り，１日ｌセッションが２週間にわたって行われた。

結果と考察

ベースライン訓練の最終５日間と強化省略手続きを

導入した２週間分のデータを分析に用いた。個体が経験

する強化省略試行数は個体の選択に依存していたため，

２週間の平均で１００試行中９．６試行から１６．２試行まで

個体ごとにばらつきがあった（全体平均は１２．７試行)。

選択行動についての分析は以下のように行った。ま

ず，試行開始からの３０秒間を３秒の幅を持つ１０個の

区間（ピン）にわけ，それぞれの区間についてＦ１に対す

る相対反応率を求めた。このとき，Ｆ１選択肢またはＲＩ

選択肢から餌提示がもたらされた直後の試行と，Ｆ１選

択肢からの餌提示が省略されてブラックアウトが提示さ

れた直後の試行のデータを別々に扱った。次に，ベース

ライン訓練の最終５日間および強化省略条件の１－２日

目，３－６日目，７－１０日目，１１－１４日目についてそれぞれ

Ｆ１に対する相対反応率の平均を求めた。こうして求め

た結果をFig.１に示す。

まず，餌提示直後の試行で得られたＦ１選択肢への相

対反応率は，Ｆ１選択肢から餌が提示される時間が近づ

くにつれて次第に上昇するパターンが得られた。また，

強化省略手続き導入後の相対反応率は系統的に変化して

おらず，ベースライン訓練における相対反応率よりも低

くなっていた。これは強化省略による強化率の低下か

Ｆ１選択肢の価値を低下させた効果だと考えられる。

一方，強化省略直後の試行における相対反応率は，餌

提示直後の試行で得られたものよりも全体的に高くなっ

ていた。この結果は強化省略がＦ１選択肢の価値を低め

るにもかかわらず，それを凌ぐ効果を直後の試行に及ぼ

すことを意味している。ただし，強化を省略すると強化

子の一時的飽和化効果が働かないことにより反応率が上

昇するという仮説では，その効果がＦ１選択肢にのみ特

異的に働くとは考えにくいため，この結果を説明できな

い”そのため，強化省略手続きは強化間間隔の計時に大

きな影響を与えることが示唆される、

最後に，強化省略直後の試行における相対反応率は
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日本語のかきまぜの獲得５９

セッションを重ねるにつれて次第に低下していた。この
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日本語のかきまぜの獲得

磯部

1．研究目的

子供は，母語を獲得する際に大人から得られる言語経

験が質・量ともに不十分であるにもかかわらず，生後

3～４年という短期間のうちに非常に抽象的で複雑な言

語知識を獲得する。このように，子供の得る言語経験と

最終産物である言語知識には質的な差が見られるのに，

なぜ子供は言語を獲得することができるのだろうか。こ

の問題に対し，生成文法における「原理とパラメータ」

のアプローチでは，全ての言語が満たすべき「原理」と，

可能な言語間差異の範囲を定めた「パラメータ」から成

る「普遍文法」が人間に生得的に与えられていると仮定

する(Chomskyl981)。そして言語獲得の過程は，「パラ

メータ」が与えている選択肢を，生後子供が言語経験に

照らして選択する過程であると考えられている。この立

場に立つと，普遍文法にはどのようなパラメータが含ま

れているのか，という問いが生じるが，これまで行われ

てきた統語研究は，原理に関する興味深い提案に結びつ

いたにも関わらず，パラメータに関する提案に乏しい。

この状況を踏まえ本研究では，子供の言語獲得の過程

を主な研究対象として，パラメータの内容の検討を試み

た。言語獲得の過程は，各パラメータの効果を独立に観

察することができ，パラメータの‘性'質を調べるのに最も

有用な資料となっているからである，このように言語獲

得の過程に着目することで，言語の多様性がパラメータ

によって制限されていると同時に，言語獲得過程もそれ

らのパラメータによって説明されるという仮説の妥当性

を検討し，「原理とパラメータ」のアプローチによる言語

研究が経験的に妥当なものであると示すことを研究目標

美和＊

とする。この目標に対し本研究は，具体的な統語現象と

して，移動操作である「かきまぜ」の諸問題を取り扱っ

た。前年度までの研究では，日本語を母語とする子供に

おいて，「かきまぜ」が含まれる文が，それが含まれない

文よりも獲得が遅れることを明らかにした。この研究を

基に本研究では，日本語の「多電かきまぜ」と，それに

関連する「多重主語櫛文」に関し実験を実施し，現在ま

で調べられていなかった拠得過程に関する資料の包括的

な提出を試み，さらに理論的貢献としては，言語獲得過

程を調べることかパラメータの所在を探るのに非常に重

要であるという指摘を行うことを目指した。

2．前年度までの研究と問題点

前年度までの研究では，二重目的語構文における「か

きまぜ」の獲得過程を調査した。日本語のかきまぜの獲

得過程に関してはＯｔｓｕ（1994)があるが，主語と直接目

的語の語順が入れ替えられただけの，単純な文の理解し

か調べられていない。そこで，これまで報告されていな

かった二重目的語構文におけるかきまぜの獲得過程を実

験の実施により明らかにした。

日本語の語順は，英語などの言語と比べかなり自由で

ある。例えば，（ｌａ)のような二重目的語構文では，主

語・間接Ｆｌ的語・直接|｜的語の語lll間を入れ換えることで

(la.f)のように６通りの語順が可能である。これは，日

本語に「かきまぜ」という移動操作が存在するためであ

ると考えられている(IIojil985,Saitol985)。この分析

によると，（ｌａ)が日本語の基本語順であり，（lb-e)は

(la)からかきまぜを適用することで，名詞句を左側に移

動させて生み出される。さらに，（la)から（lb)を導く移


